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が
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一

方
、
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サ
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ス
業

」
等

が
上

昇
傾

向
に

あ
る
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図表７　正規雇用者とパート、派遣、契約社員等の推移

前年同期差 前年同期差

構成比 構成比

平成14年 3,489 70.6% － 1,451 29.4% －

１～3月 3,486 71.3% - 1,406 28.7% -

4～６月 3,529 71.5% - 1,407 28.5% -

７～９月 3,495 70.2% - 1,483 29.8% -

10～12月 3,445 69.5% - 1,510 30.5% -

平成15年 3,444 69.6% ▲ 45 1,504 30.4% 53

１～3月 3,444 69.7% ▲ 42 1,496 30.3% 90

4～６月 3,445 69.9% ▲ 84 1,483 30.1% 76

７～９月 3,480 69.8% ▲ 15 1,508 30.2% 25

10～12月 3,407 69.0% ▲ 38 1,528 31.0% 18

平成16年 3,410 68.6% ▲ 34 1,564 31.4% 60

１～3月 3,380 68.5% ▲ 64 1,555 31.5% 59

4～６月 3,433 68.8% ▲ 12 1,554 31.2% 71

７～９月 3,404 68.5% ▲ 76 1,563 31.5% 55

10～12月 3,425 68.4% 18 1,585 31.6% 57

平成17年 3,374 67.4% ▲ 36 1,633 32.6% 69

１～3月 3,333 67.7% ▲ 47 1,591 32.3% 36

4～６月 3,408 67.7% ▲ 25 1,624 32.3% 70

７～９月 3,372 67.1% ▲ 32 1,650 32.9% 87

10～12月 3,384 67.0% ▲ 41 1,669 33.0% 84

平成18年 3,411 67.0% 37 1,677 33.0% 44

１～3月 3,340 66.8% 7 1,663 33.2% 72

4～６月 3,454 67.7% 46 1,647 32.3% 23

７～９月 3,408 66.6% 36 1,707 33.4% 57

10～12月 3,443 67.1% 59 1,691 32.9% 22

平成19年 - - － - - －

１～３月 3,393 66.3% 53 1,726 33.7% 63

4～６月 3,483 66.8% 29 1,731 33.2% 84

７～９月 3,471 66.7% 63 1,736 33.3% 29

（資料出所）　総務省統計局　「労働力調査（詳細結果）」

（注）　パート､派遣､契約社員等は、「パート・アルバイト」「労働者派遣事業所の派遣社員」「契約社員・嘱託」「その他」の合計。

正規雇用者 パート､派遣､契約社員等

（単位：万人）

○　正規雇用者数は、近年減少傾向で推移してきたが、2006年以降増加している。
○　一方、パート、派遣、契約社員等は、ほぼ一貫して増加。2006年には、概ね３人に
　　1人がパート、派遣、契約社員等となっている。
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図表９　パート、派遣、契約社員等が希望する働き方

 非正社員の現在の就業形態を選択した理由

専門的な
資格・技
能が活か
せるから

より収入
の多い仕
事に従事
したかっ
たから

正社員と
して働け
る会社が
なかった
から

組織にし
ばられたく
ないから

勤務時間
や労働日
数が短い
から

自分の都
合のよい
時間に働
けるから

就業調整
（年収の
調整や労
働時間の
調整）をし
たいから

簡単な仕
事で責任
も少ない
から

家計の補
助、学費
等を得た
いから

家庭の事
情（家事・
育児・介
護等）や
他の活動
（趣味・学
習等）と
両立しや
すいから

通勤時間
が短いか
ら

体力的に
正社員と
して働け
ないから

自分で自
由に使え
るお金を
得たいか
ら

その他

非正社員 100 14.5 8.9 25.8 8.6 23.2 30.9 9.5 9.4 35 22.6 28.1 5.3 24.6 3.4

性

男 100 25.7 11.8 31.1 10.8 14.9 26.2 3.2 9 15.6 11.8 15 3.8 20.6 5.2

女 100 11 8 24.1 7.9 25.8 32.3 11.5 9.5 41.1 26.1 32.3 5.7 25.9 2.8

就業形態

　契約社員 100 40.7 14.6 36.1 9.9 8.8 9.9 3.3 4.3 14.4 10.3 14.4 2.6 14.5 7

　嘱託社員 100 37.3 8.8 31.2 5.4 8.8 5.5 2.9 7.3 15.7 7.4 13.5 9.1 11.1 12.4

　派遣労働者 100 21.1 15.7 40 23.1 14.7 15.2 5 6.3 15.5 23.5 15 2.7 16.7 4.4

　　登録型 100 20.7 15.5 39.6 26.2 15.8 17 5 6.3 15.4 26.1 14 2.7 16.8 4.2

　　常用雇用型 100 21.9 16.2 41 15.6 12.2 10.8 4.8 6.1 15.7 17.4 17.4 2.8 16.4 4.7

　臨時的雇用者 100 7.8 7.5 20.2 9 14.5 21.6 4.3 11.7 39.1 33.5 22.8 9.7 17 7

　パートタイム労働者 100 9.5 7 21.6 7.5 28.8 38.8 12.4 10.9 42.3 25.8 33.2 5.6 28 1.7

　その他 100 15.6 13.5 35.1 7.3 10 16.9 2.2 6.1 22.5 15.8 20.9 4.3 22.1 6.7

　　　 ２ 　計は、「現在の就業形態を選択した理由」について回答した労働者を１００としている。 

非正社員の今後の希望する働き方

現在の 別の 現在の 別の
会社で 会社で 会社で 会社で

非正社員 100 65.3 62.7 2.7 22.9 11 11.9 1.4 1.9 5.6

年齢階級

　１５～１９歳 100 51.8 46.4 5.4 33.1 2.9 30.2 1.1 0.6 12.9

　２０～２９歳 100 42 37.9 4.1 41.5 15.2 26.3 2 2 10.4

　３０～３９歳 100 62 58.2 3.7 24 13.2 10.7 2.6 1.3 4.8

　４０～４９歳 100 71.8 69.4 2.4 20 9.5 10.5 0.8 0.8 3.6

　５０～５９歳 100 78.9 77.8 1.1 12.4 10.2 2.2 0.7 2.7 3.2

　６０歳以上 100 83.1 82.5 0.6 5.8 4.4 1.4 0.8 3.7 4.6

就業形態

　契約社員 100 55.8 52.7 3.2 32.1 22.5 9.5 2.9 1.1 5.2

　嘱託社員 100 79.2 77.9 1.3 12.5 9.2 3.3 1 3.2 3.1

　出向社員 100 73 67.3 5.6 15.9 10 6 3.6 1.8 3.4

　派遣労働者 100 53.4 48.2 5.2 31.2 9.9 21.4 3 2 7.4

　　登録型 100 53.5 47.3 6.2 32.1 8.5 23.6 3.1 1.6 8

　　常用雇用型 100 53.3 50.1 3.2 29.3 12.9 16.4 2.9 2.8 6

　臨時的雇用者 100 43.1 40.3 2.8 34 9 25 0.6 2.1 13.5

　パートタイム労働者 100 68.8 66.5 2.4 20.2 8.5 11.8 0.7 1.8 5.3

　その他 100 50.6 48.7 1.9 34.1 21.2 12.9 2.8 2.1 7.3
（注）　計には、「希望する今後の働き方」の不明の者を含む。

他の就業形態に変わりたいとする非正社員の希望する今後の就業形態

非正社員 (22.9) 100 84.6 5.8 2.2 0.1 0.7 0.4 2.9 2.7

　契約社員 (32.1) 100 92 - 1.7 0.3 0.7 0.3 3.5 0.6

　嘱託社員 (12.5) 100 69.5 7.1 - - 0.7 1.6 17.4 2.9

　出向社員 (15.9) 100 91 1.5 3.1 - 0.4 0.8 2 0.7

　派遣労働者 (31.2) 100 88.3 5.4 0.9 0 - 0.2 4 0.8

　　登録型 (32.1) 100 89.4 5.5 0.5 0 - 0.2 3.4 0.5

　　常用雇用型 (29.3) 100 85.8 5.4 1.9 - - 0.1 5.3 1.4

　臨時的雇用者 (34.0) 100 44.1 3.4 0.8 - 0.2 - 7.9 43.5

　パートタイム労働者 (20.2) 100 85.9 7.2 2.5 - 0.9 0.3 - 2.6

　その他 (34.1) 100 80.2 5.5 2.2 0.3 0.6 0.9 10.1 -

 　　　 ２ 　（　）は、「他の就業形態に変わりたい」と回答した労働者の割合である。 

(資料出所）厚生労働省「就業形態の多様化に関する総合実態調査」（2003年）

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

非正社員の就業形態

計

現在の就業形態を選択した理由　（複数回答）

（注） １ 　「現在の就業形態を選択した理由」は、正社員及び出向社員について調査していない。

非正社員の性・就業形態

その他

小計

（注） １ 　計には、「希望する今後の就業形態」の不明の者を含む。

派遣
労働者

臨時的
雇用者

パートタイ
ム労働者

計 正社員 契約社員 嘱託社員

小計

出向社員 その他

非正社員の年齢階級・
就業形態

独立して
事業を始
めたい

仕事を辞
めたい

計
現在の就業形態を続けたい 他の就業形態に変わりたい
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に
関

す
る

ト
ッ

プ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」

現
在

の
人

事
制

度

（
資

料
出

所
）

(独
)労

働
政

策
研

究
・
研

修
機

構
「
人

口
減

少
社

会
に

お
け

る
人

事
戦

略
と

職
業

意
識

に
関

す
る

調
査

」
（
2
0
0
4
年

）

長
期

雇
用

に
つ

い
て

の
企

業
の

方
針

（
資

料
出

所
）

(独
)労

働
政

策
研

究
・
研

修
機

構
「
企

業
の

経
営

戦
略

と
人

事
処

遇
制

度
等

に
関

す
る

総
合

的
分

析
」
(2

0
0
6
年

）

（
％

）

（
％

）

（
％

）
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7
5
.9
2

7
6
.1
1

7
6
.0
9

7
6
.2
5

7
6
.5
7

7
6
.3
8

7
7
.0
1

7
7
.1
9

7
7
.1
6

7
7
.1
0

7
7
.7
2

7
8
.0
7

7
8
.3
2

7
8
.3
6

7
8
.6
4

7
8
.5
6

8
1
.9
0

8
2
.1
1

8
2
.2
2

8
2
.5
1

8
2
.9
8

8
2
.8
5

8
3
.5
9

8
3
.8
2

8
4
.0
1

8
3
.9
9

8
4
.6
0

8
4
.9
3

8
5
.2
3

8
5
.3
3

8
5
.5
9

8
5
.5
2

7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

1
9
9
0

9
1

9
2

9
3

9
4

9
5

9
6

9
7

9
8

9
9

2
0
0
0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

図
表

1
1
　
平

均
寿

命
の

年
次

推
移

　
平
均
寿
命
は
、
1
9
9
0
年
～
2
0
0
5
年
に
か
け
て
、
男
性
で
7
5
．
9
2
歳
か
ら
7
8
．
5
6
歳
へ
、
女
性
は
8
1
．
9
0
歳
か
ら
8
5
．
5
2
歳
へ
と
着
実

に
延
び
て

い
る
。

男
性

女
性

(歳
）

(年
）

(資
料

出
所

）
厚

生
労

働
省

「
第

2
0
回

生
命

表
」
（
2
0
0
7
年

）
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5
0
～

5
4
歳

5
5
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
歳

以
上

男
9
5
.
7

9
3
.
6

7
0
.
3

2
9
.
4

女
6
8
.
8

6
0
.
0

4
0
.
1

1
2
.
7

男
8
5
.
9

7
7
.
6

5
8
.
0

1
9
.
8

女
7
4
.
0

6
5
.
6

4
5
.
8

1
1
.
5

男
※

　
8
8
.
9
 

7
7
.
9

5
5
.
5

9
.
2

女
※

　
7
8
.
6
 

6
3
.
5

3
1
.
0

4
.
3

男
8
7
.
4

6
6
.
0

1
8
.
5

1
.
7

女
7
8
.
5

5
6
.
0

1
6
.
7

0
.
9

男
9
1
.
1

8
2
.
0

4
0
.
6

5
.
0

女
7
8
.
2

6
4
.
4

2
3
.
0

2
.
1

男
8
8
.
7

8
5
.
4

6
5
.
1

－
女

8
4
.
7

7
9
.
5

5
7
.
0

－

イ
ギ

リ
ス

2
0
0
5

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

2
0
0
5

フ
ラ

ン
ス

2
0
0
5

ド
イ

ツ
2
0
0
5

日
本

2
0
0
5

ア
メ

リ
カ

2
0
0
5

図
表

1
2

各
国

の
労

働
力

率
（
5
0
～

6
5
歳

以
上

、
5
歳

階
級

刻
み

）

（
資
料
出

所
）

IL
O

.Y
ea

rB
oo

k
of

La
bo

ur
St

at
is

tic
s.

イ
ギ
リ
ス
：
O

EC
D
“
La

bo
ur

Fo
rc

e
St

at
is

tic
s”

日
本
：
総
務
省
「
労
働
力
調
査
」
（
2
0
0
5
年
）

労
働
力
率
：
1
5
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合

労
働

力
人
口

日
本
：
就
業
者

と
完

全
失
業
者

の
合

計
ア
メ
リ
カ
：
労
働

力
か
ら
軍

人
を
除
く

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
：
就
業
者
と
失
業
者
の
合
計

※
イ
ギ
リ
ス
の
み

4
5
～
5
4
歳

○
我

が
国

は
先

進
諸

国
の

中
で
も
高

年
齢

者
の

就
業

意
欲

が
高

い
こ
と
を
反

映
し
、
労

働
力

率
も
高

水
準

。
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2
.5 6.
7

22
.5

1
5
.7

3
2
.5

26
.0

1
1
.2

4.
3

2.
9

30
.6

33
.3

4
0
.1

4
0
.7

2
1
.6

5
.0

0%
20

%
4
0%

60
%

8
0%

1
00

%

6
5～

6
9歳

6
0～

6
4歳

5
5～

5
9歳

5
9
歳
以
下

ま
で
働
い
て
い
た
い

6
0
歳
～
6
4
歳

ま
で
働

い
て
い
た
い

6
5
歳
～
6
9
歳

ま
で
働

い
て
い
た
い

7
0
歳
以
上

ま
で
働
い
て
い
た
い

年
齢

に
関

わ
り
な
く
い
つ
ま
で
も
働
き
た
い

既
に
仕
事

を
辞

め
て
い
る

3
.3 3.
8

19
.1

8.
6

1
7
.1

1
3
.7

4.
6

2
.0

0.
7

25
.2

26
.6

3
2
.6

5
6
.5

4
6
.9

28
.0

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

6
5～

6
9
歳

6
0～

6
4
歳

5
5～

5
9
歳

5
9
歳
以
下
ま
で
働

い
て
い
た
い

6
0
歳
～
6
4
歳
ま
で
働
い
て
い
た
い

6
5
歳
～
6
9
歳
ま
で
働
い
て
い
た
い

7
0
歳
以
上
ま
で
働

い
て
い
た
い

年
齢
に
関
わ
り
な
く
い
つ
ま
で
も
働
き
た
い

既
に
仕
事
を
辞
め
て
い
る

男 女

資
料
出
所
：
「
平
成

16
年
高
年
齢
者
就
業
実
態
調
査
」
（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
）

図
表

1
3

就
業

に
つ
い
て
の

引
退

及
び
引

退
時

期

就
業

に
つ
い
て
の

引
退

時
期

を
み

る
と
、
「
既

に
仕

事
を
辞

め
て
い
る
」
を
除

き
、
男

女
と
も
に
、
す

べ
て
の

年
齢

階
級

で
「
年

齢
に
関

わ
り
な
く
い
つ
ま
で
も
働

き
た
い
」
の

割
合

が
最

も
高

い
。

こ
れ

に
次

い
で
、
男

で
は

す
べ

て
の

年
齢

階
級

で
「
65

歳
～

69
歳

ま
で
働

い
て
い
た
い
」
が

高
く
、

女
で
は

60
歳
～

64
歳
、

65
歳
～

69
歳

で
「
65

歳
～

69
歳
ま
で
働
い
て
い
た
い
」
が
高
い
。
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（
出

典
）

 平
成

1
9
年

8
月

「
上

質
な

市
場

社
会

」
に

向
け

て
～

公
平

、
安

定
、

多
様

性
～

、
『
雇

用
労

働
政

策
の

基
軸

・
方

向
性

に
関

す
る

研
究

会
』
報

告
書

（
資

料
出

所
）
　

（
財

）
社

会
経

済
生

産
性

本
部

他
「
平

成
1
8
年

度
新

入
社

員
「
働

く
こ

と
の

意
識

」
 調

査
報

告
書

」

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

1
9
7
1

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

7
8

7
9

8
0

8
1

8
2

8
3

8
4

8
5

8
6

8
7

8
8

8
9

9
0

9
1

9
2

9
3

9
4

9
5

9
6

9
7

9
8

9
9

2
0
0
0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

（
年

）

（
％

）

自
分

の
能

力
・
個

性
が

生
か

せ
る

か
ら

会
社

の
将

来
性

を
考

え
て

仕
事

が
お

も
し

ろ
い

か
ら

技
術

が
覚

え
ら

れ
る

か
ら

図
表

1
4
　

入
社

の
動

機

○
　

１
９

７
０

年
代

後
半

か
ら

「
自

分
の

能
力

・
個

性
が

生
か

せ
る

か
ら

」
が

高
い

水
準

を
保

っ
て

い
る

。
２

０
０

０
年

以
降

、
　

 「
仕

事
が

お
も

し
ろ

い
か

ら
」
が

急
激

に
上

昇
し

て
い

る
。

「
会

社
の

将
来

を
考

え
て

」
は

１
９

８
８

年
の

２
４

％
を

直
近

の
山

に
、

　
 ２

０
０

６
年

に
は

７
％

ま
で

減
少

し
て

い
る

。

53



（
資

料
出

所
）
Ｎ

Ｈ
Ｋ

放
送

文
化

研
究

所
「
「
日

本
人

の
意

識
」
調

査
」

（
注

）
各

項
目

の
内

容
は

以
下

の
と

お
り

。
「
仕

事
志

向
」

：
「
仕

事
に

生
き

が
い

を
求

め
て

全
力

を
傾

け
る

」
「
余

暇
も

時
に

は
楽

し
む

が
、

仕
事

の
ほ

う
に

力
を

注
ぐ

」
「
仕

事
・
余

暇
両

立
」

：
「
仕

事
に

も
余

暇
に

も
、

同
じ

ぐ
ら

い
力

を
入

れ
る

」
「
余

暇
志

向
」

：
「
仕

事
よ

り
も

余
暇

の
中

に
生

き
が

い
を

求
め

る
」
「
仕

事
は

さ
っ

さ
と

片
づ

け
て

、
で

き
る

だ
け

余
暇

を
楽

し
む

」
（
出

典
）

厚
生

労
働

省
「
労

働
経

済
の

分
析

（
平

成
1
6
年

版
）
」

2
5
.5

2
4
.9

2
7
.9

3
4
.2

2
5
.6

2
5
.8

3
9
.0

4
3
.4

4
3
.9

3
1
.2

2
0
.9

3
7
.5

3
5
.1

3
5
.3

3
2
.4

3
2
.1

2
9
.4

3
1
.1

3
4
.0

3
6
.1

3
7
.1

2
0
.0

2
5
.0

3
0
.0

3
5
.0

4
0
.0

4
5
.0

5
0
.0

1
9
7
3

7
8

8
3

8
8

9
3

9
8

2
0
0
3

(年
)

(％
)

仕
事

志
向

仕
事

・
余

暇
両

立
余

暇
志

向

図
表

1
5
　

仕
事

と
余

暇
の

ど
ち

ら
に

生
き

が
い

を
求

め
る

か

　
 仕

事
志

向
は

減
少

傾
向

に
あ

り
、

余
暇

志
向

は
上

昇
傾

向
に

あ
っ

た
が

2
0
0
3
年

は
わ

ず
か

に
低

下
。

仕
事

・
余

暇
両

立
は

上
昇

傾
向

に
あ

る
。
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89
7
88

8

95
5

93
7

87
0
87

5
86
3
85

4

92
9

94
9

95
6
92
9

94
2
95
1

95
1
94
9
96

1
98
8
97

7

11
14 10

82

10
96

10
38

10
54 95

2
95
2

94
6

93
3

93
0

90
3

91
5
93
0

92
1

91
2

91
6
89

0
89
4

88
9

94
3

91
4

87
7

82
3

78
3

77
1

74
8

72
0

72
2

72
1

70
8

66
4

64
5

61
4

90
8

92
7

60
0

70
0

80
0

90
0

10
00

11
00

12
00

80
81

82
83

84
85

86
87

88
89

90
91

92
93

94
95

96
97

98
99

00
01

02
03

04
05

06
（年

）

男
性

雇
用

者
と
無

業
の

妻
か

ら
な
る
世

帯 雇
用

者
の

共
働

き
世

帯

（
資

料
出

所
）

19
80

年
か
ら

20
01

年
は
総

務
省
「
労

働
力

調
査
特

別
調

査
」
（
各
年

2月
、
た
だ
し
、

19
80

年
か
ら

19
82

年
は

各
年

3月
）
、

20
02

年
以

降
は
「
労

働
力

調
査
（
詳

細
結

果
）
」
（
年

平
均
）
よ
り
作
成

。

（
注
）
１

「
男

性
雇

用
者
と
無
業

の
妻
か
ら
な
る
世
帯
」
と
は
、
夫
が
非
農
林
雇
用
者
で
、
妻
が
非
就
業
者
（
非
労
働

力
人
口

及
び
完

全
失
業

者
）
の

世
帯
。

２
「
雇

用
者

の
共
働

き
世

帯
」
と
は
、
夫
婦
と
も
に
非
農
林
業
雇
用
者
の
世
帯
。

３
19

85
年
以

降
は

「
夫
婦

の
み
の

世
帯
」
、
「
夫
婦

と
親

か
ら
成
る
世

帯
」
、
「
夫
婦

と
子

供
か
ら
成

る
世

帯
」
及
び
「
夫

婦
、
子

供
と
親
か

ら
な
る
世

帯
」
の

み
の
世

帯
数
。

４
「
労
働
力
調
査
特
別
調
査
」
と
「
労
働
力
調
査
（
詳
細
結
果
）
」
と
で
は
、
調
査
方
法
、
調
査
月
な
ど
が
相
違
す
る
こ
と
か
ら
、
時
系
列
比
較
に
は
注
意
を
要
す
る
。

（
出
典
）
男
女
共
同
参
画
会
議
「
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
推
進
の
基
本
的
方
向
報
告

参
考
図
表
」

男
性

雇
用

者
と
無

業
の

妻
か

ら
な
る
世

帯
は

減
少

傾
向

、
雇

用
者

の
共

働
き
世

帯
は

増
加

傾
向

に
あ
り
、

19
97

年
以

降
は

共
働

き
世

帯
の

方
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

図
表

1
6

共
働

き
等

世
帯

数
の

推
移

（
万

世
帯

）
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ニ
ー
ト
の

数
の

推
移

（
資

料
出
所
）

総
務

省
統
計

局
「
労

働
力

調
査
」

（
資
料
出
所
）
総
務
省
統
計
局
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
労
働
省
政
策
調
査
部
で
特
別
集
計

（
～
1
9
9
7
年
）、

総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
（
詳
細
結
果
）
」
（
2
0
0
2
年
～
）

34
57

72

10
2

11
7

11
9

11
5

10
4

95
17

23

29

49

91
98

99
97

9218
7

20
1

21
4

21
7

20
8

15
1

10
1

79

50

05010
0

15
0

20
0

25
0

19
82

87
92

97
20

02
03

04
05

06

（年
）

（万
人

）

25
～

34
歳

15
～

24
歳

図
表

1
7

フ
リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
の

状
況

フ
リ
ー
タ
ー
の

数
の

推
移

（
注
）

2
0
0
2
年
以
降
の
｢フ

リ
ー
タ
ー
｣の

定
義
は
、
1
5
～
3
4
歳
で
、
男
性
は
卒
業
者
、
女
性
は

卒
業
者

で
未

婚
の
者
と
し
、

１
雇
用
者
の
う
ち
勤
め
先
に
お
け
る
呼
称
が
｢パ

ー
ト
｣又

は
｢ア

ル
バ
イ
ト
｣で

あ
る
者
、

２
完
全

失
業

者
の

う
ち
探

し
て
い
る
仕

事
の

形
態

が
｢パ

ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
」
の
者

、
３

非
労
働
力
人
口
の
う
ち
希
望
す
る
仕
事
の
形
態
が
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
、
家
事
・

通
学
等
し
て
い
な
い
者
、

の
合
計

。

（
注
）

｢ニ
ー
ト
｣の

定
義

は
、
1
5
～

3
4
歳
で
、
非
労

働
力

人
口

の
う
ち
、
家

事
も
通
学

も
し
て
い

な
い
者
。

8
9

9
12

11
10

9
10

13
12

15

17
16

18
16

17

10
10

13

18
19

20
18

9
9

11

17
18

19
18

1818

010203040506070

19
93

96
99

20
02

03
04

05
06

（年
）

（万
人
）

4
0

4
0

4
8

6
4

6
4

3
0
～

3
4
歳

2
5
～

2
9
歳

2
0
～

2
4
歳

1
5
～

1
9
歳

6
4

6
4

6
2

○
い
わ

ゆ
る
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
の

数
は

、
2
1
7
万

人
(2
0
0
3
年

)ま
で
増

加
し
た
後

、
３
年

連
続

で
減

少
し
て
い
る
が

、
2
5
歳

以
上

の
｢年

長
フ
リ
ー
タ
ー
｣に

つ
い
て
は

改
善

に
遅

れ
。
「
就

職
氷

河
期

」
の

影
響

も
存

在
。

○
い
わ

ゆ
る
「
ニ
ー
ト
」
の

数
は

、
1
9
9
3
年

の
4
0
万

人
か

ら
6
4
万

人
に
増

加
し
て
以

降
、
同

水
準

で
推

移
し
て
い
た
が

、
2
0
0
6
年
に
は

6
2
万

人
に
減

少
。
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